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議会報告会・意見交換会 （質疑内容と答弁および今後の方針） 令和６年４月 19日

区・お名前 質問内容 答弁 今後の方針

５区

Ｋさん

① 視察場所になぜ大分県臼杵市の

ような遠方を選んだのか。近隣でも

よかったのではないか。

② 遠すぎるということで反対者はい

なかったか。

③ 全費用と個人負担は。

④ 全員のレポートは出ているか。

① 松村委員長：

臼杵市は先進的にこの有機農業に取り組ん

だ地である。20 年の歴史があるためこの地

を選んだ。先人がやってきたプロセスを学ぶ

ことは大事である。

② 黒田議長：全員の総意で決めた。

③ 黒田議長：総額では、1,789,390 円、個

人的には 52,000 円出しました。

飲食は個人負担であるため全員が出してい

ます。

④ 松村委員長：個人的にはレポートの提出

をしていないが、定例議会では報告会を行っ

た。担当場所を決めて視察場所についての

まとめは行っている。

① 視察場所を遠い近いで選ぶのでな

く、どのような先進事例を学ぶかが大事

である。「百聞は一見に如かず」という言

葉もある通り、その地の苦労やプロセス

を学ぶことは議員の仕事として大事なこ

とであり、そしてそれを如何に自分たち

の地域に活かし実現させていくかが大

切なことである。視察場所はそのような

観点で選んでいきます。

② 両常任委員会で委員から委員長に

一任され、正副議長、議会運営委員

長、両常任委員長で視察先を決めた。

全員の総意で決めていきたいが、いくつ

か案をあげ、相手方の自治体への折衝

は議会事務局が行っている。決まったこ

とに関しては、業務の一環であり全議員

が参加しています。

③ 今まで通り飲食費は個人負担で行

っていきます。

④ 各委員会毎にレポートをまとめてい

ます。
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千代田町

Ｋさん

行政評価の結果は、だれが出したも

のか。満点はいくつか。

原委員長：第六次総合計画の中間点として、

職員が評価を行った。評価点数は 100 点満

点である。総合平均で点数 77.74％である。

原委員長の答弁の通り。執行部側とし

て評価点数が上がるよう努力をしてい

ただく。

13 区

Ｍさん

全体に言えることだが、解りづらい表

面的な話で突っ込んだところが聞け

なかった。

報告会なのでどうしたら、理解が深め

られるかの勉強をしてほしい。

要望としてお受けする。 今後は、テーマを決めわかりやすい報

告ができるよう努力いたします。

26 区

Ａさん

① 邑楽町の水道の耐震性は。

② 臼杵の農業は参考になるという

だけでなく、農業振興課や関係機関

である農協や住民を含めた取り組み

を。仮説と検証に取り組んでもらいた

い。

② 松村委員長：私は、一般質問でも訴えて

いるが、行政がまず取り組んでもらい、国の

目標「緑の食料戦略」に沿って、2050 年まで

に農薬を 50％削減、化学肥料を 30％削減。

臼杵市は、2005 年に取り組み始め 20 年が

経過している。これからも行政の職員と話し

合い計画を立て、一歩一歩進めていきたい。

① 水道管の耐震レベルは震度７まで

を想定しているが、地盤の断裂には対

応できていない。

2022 年度の耐震適合率は、群馬県で

は 42.7％である。邑楽町の参考値は、

58％である。

② 左欄の松村委員長の答弁参照。

24 区

Ｍさん

① 邑楽町は、ごみの量が多く県内

ではワースト５の位置付である。燃え

るごみと生ごみを分別して、たい肥に

変える等の対策を。

② フライパンや自転車等は廃品回

収業者に売るなどの工夫を。

③ 板倉町はごみの量が少ない。ま

た 11 区蛭沼では同様な分別が行わ

① 黒田議長：ごみを分別することをしっかり

行政のほうにも働きかけて行く。

臼杵市は、包括的にやっていた。その視察を

活かしていく。

① 臼杵市では豚糞と草木を利用した

「夢たい肥」を作り有機農法を行ってい

た。今回の視察は、ＳＤＧｓの先進的な

取り組みを視察できたので有意義であ

りました。生ごみを出さない工夫を町ぐ

るみで行えるよう働きかけていきます。

② フライパンや自転車等の回収は、町

が責任を持ち有価資源として活用して

います。
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れている。そのことを全区にやっても

らえるようにしてもらいたい。

③ 各行政区も分別を熱心に行ってい

ます。更に協力して頂くよう働きかけて

いきます。

２区

Ｋさん

風水害が少ない邑楽町であるが、過

去 10 数年人口漸減し、工場出荷量

が漸減している。

農業生産量も漸減である。

板倉とブービーを争っている。

議員たちが「やってもやらなくてもどう

でもいい」という考えでなく、議員たち

は何をすればいいのか、肝心なこと

をやってほしい。

心を入れ替えてもらいたい。そして邑

楽町の大きな問題に対し頑張っても

らいたい。

黒田議長：頑張っていきます。 議会基本条例に則り、議会は正確な情

報を町民と共有し、多様化する町民ニ

ーズを的確に把握して町政に反映させ

るため、議会機能を強化していきます。

また、議員は、自己研さんに努め、議会

改革を推進し、自らの役割と責任を明

確にしていきます。具体的な行動とし

て、一般質問を通し行政に政策を訴え、

町が発展するよう努力します。

６区

Ｓさん

企業の進出はなし。人口は減少。

2050 年には、予想人口は 17,000 弱

になるという。

議会の考え方を聴きたい。

新村議員：国土強靭化の政策の下、邑楽町

では自然災害に強い。先の一般質問の中で

も議員が多々良沼の環境資源の活用を提案

している。邑楽町をよくするよう頑張っていき

ます。

地の利を活かし開発可能な土地を有効

利用していくよう町に働きかけていきま

す。

５区

Ｋさん

橋本新町長は行政経営学ということ

を言っている。町のかじ取りが町長の

役目だとの発言をした。

先の松島議員の一般質問では、経常

収支比率が 85％以上になると町の

経営として危ない。邑楽町も危機状

要望としてお聞きします。 議会としても経常収支に心を配りながら

収入を上げるための政策や移住者を増

やすための政策を町に訴えて行きま

す。その努力を更に続けてまいります。
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態である。

その様な町の財政状態を認識した上

で議員として、何をなすべきか。

議員の体質を変えてもらいたい。

最小の投資で最高の利益をあげても

らいたい。

ＹｏｕＴｕｂｅで議会を開示している

が、議会報告会や意見交換会も

情報を一般に開示してもらいたい。

ＹｏｕＴｕｂｅ配信については、６区の T さ

んのところで（下の段）でお答え申し上

げています。ご参照ください。

６区

Ｔさん

広報委員会の報告だが、やっと IT を

取り入れてもらった。そこで、昨年 12

月議会のＹｏｕＴｕｂｅを家で見たが、

残念ながら視聴率が低い。そのとき

25,6名であった。宣伝がもっと必要で

ないか。

マスメディアを通じ多くの町民が見ら

れるよう議会報告会・意見交換会も

アップしてもらい町民が見られるよう

にしていただきたい。

要望としてお聞きします。 ＹｏｕＴｕｂｅ配信については、模索中で

す。

参加してくださった個人のプライバシー

をいかに守っていくかが課題であり、慎

重に取り組んでいきます。

24 区

Ｍさん

３月議会では、副町長を畑の違う人

例えば、民間の企業から選出するよ

うな考えに立ってもらいたい。

要望としてお受けします。 副町長の人事権は町長にあり、議会は

同意する立場である。

６区

Ｈさん

① 紙ベースの「議会だより」だけで

なく、ＰＤＦの形にして公開をしてもら

いたい。

検討してやっていきます。 ① 邑楽町ホームページから議会だよ

りのＰＤＦデータを開くことができます。

② 中継から録画に切り替わった時に

字幕を表示することができる。（画面右
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② 聴覚障がい者のためにＹｏｕＴｕｂ

ｅに字幕を入れてください。

③ ホームページのなかに手話通訳

を乗せてもらいたい。

④ Ｘ（Twitter）だけでなくラインやイ

ンスタグラムでも配信をしてほしい。

上のｃｃを選択）

③ 手話通訳を常時会議に入れること

は今後の検討課題である。

④ 内容により、Ｘ（Twitter）やお知らせ

メール、ライン及びホームページを介し

て広報しています。

13 区

Ｍさん

今夜は町長の参加はないのか。

町民がこんなにたくさん集まり意見を

言っているのに町長がいなければ実

行や反映されないと感じる。次回や３

回目には町長の出席を望みます。

瀬山副議長：町と議会は車の両輪のごとくと

いわれる。この集まりは、議会報告会という

位置付であるため、町長は来ていない。

次回の課題とします。

議会報告会という位置づけであるため、

町長の出席はありません。ご了承くださ

い。

２区

Ｋさん

聴きっぱなしでなく、一つ一つのこと

にしっかりとした返答をし、公表しても

らいたい。

瀬山副議長：報告会の内容を十分に参考に

させていただきます。

議員各位と十分討議し、返答内容を町

のホームページで公表していきます。


